
「Orbital Atherectomy System を使用した冠動脈形成術の 

急性期中期成績」のお知らせ 
 

高度石灰化病変に対する冠動脈形成術の成績は、非石灰化病変への治療と比較して合併症

の発生割合や主要心血管イベント(MACE)の発症率が高くなるということが知られていま

す。今回、石灰化を切削するデバイスである Orbital Atherectomy System が使用可能

となり、当院において Orbital Atherectomy System を使用して冠動脈形成術を行った

治療成績を検討する研究を計画しました。 

 

＜研究対象＞ 

2018 年 2 月から 2021 年 3 月の期間に、当院で Orbital Atherectomy System を用

いて冠動脈形成術を行った全患者さんを対象とします。 

 

＜研究期間＞2024 年 12 月 31 日までを予定しています。 

 

＜研究内容＞ 

年齢、性別、身長、体重、既往歴、心臓カテーテル手術内容、血液検査、心臓エコー検査

結果、心電図、内服薬、術中イベント、術後合併症、フォローアップの心臓カテーテル検

査、退院後転帰などの情報を診療録などから収集します。 

 

＜主任研究者＞ 

京都桂病院 心臓血管センター内科 副医長 小池 淳平 

 

研究で集めるデータには患者さんのお名前や住所など個人を特定する情報は含まれませ

ん。研究結果は，研究代表者に情報を提供します。また、学会や出版物として公表すること

がありますが、いかなる場合でも個人情報が漏れることはありません。プライバシーは守ら

れます。 本研究は当院の倫理・臨床研究審査委員会で承認されています。 

本研究の趣旨をご理解いただき本研究に参加をお願いします。もし参加を望まれない場

合は研究から除外しますので担当医師にお申し出ください。研究が始まった後でも自由に

参加を取りやめることができますのでその際も担当医師にお伝えください。ご協力いただ

けない場合でも、今後の診療に不利益はきたしません。また、ご質問がある場合も担当医師

にお伝えください。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2021 年 10 月 4 日 

京都桂病院 副院長・：心臓血管センター所長 中村 茂 

      心臓血管センター内科 副医長 小池 淳平 


